
 別紙  

 

Ｒ８.９.２５ 防災企画課 

 

令和８年度 長崎県原子力防災訓練について 

 

１．訓練概要 

◆日時：令和８年 10月 3日（土） ８：00 ～ 14：30  ※佐賀県・福岡県と同日に実施 

◆主催：松浦市、佐世保市、平戸市、壱岐市、長崎県 ※H14年度から毎年実施（2５回目） 

◆訓練項目：①情報収集伝達・災対本部運営訓練、②緊急モニタリング訓練、 

③傷病者搬送訓練、④原子力災害医療訓練、⑤住民避難・誘導・広報訓練 

 

２．訓練のポイント 

（１）支援物資搬送訓練（孤立集落への対応） 

〇船舶やヘリによる支援物資の供給【地区の増】 

  国の「屋内退避の考え方及びその運用について」（R8.2.18公表）への対応として、屋

内退避継続（3 日以上）を想定し、屋内退避中でも生活や生命の維持等に必要な一時

的な外出が可能になったことから、長期避難を見据え、多様な手段（防災ヘリ、海上保安

船、警備艇）で実施。また、壱岐市三島地区は長島、原島を、松浦市青島、飛島地区は飛

島を増やして実施 

 

（２）住民避難訓練 

（２次離島からの避難） 

○壱岐市三島地区住民は防護施設避難だけでなく⇒本島 UPZ 外へ避難と一連の流れを

訓練し、理解を深める。（未実施の長島、原島で実施） 

（避難所対策） 

○避難所環境の向上に向け、国の指針（スフィア基準）に沿った 1人当たり面積を確保した

避難所の開設に取り組む 

○ペット同行避難訓練を未実施自治体（佐世保市三川内地区）で実施 

 

（３）前回訓練の課題への対応（前年アンケート意見等） 

○若者訓練の参加が非常に少ない ⇒ 市による地区への若者訓練参加の働きかけ 

〇避難訓練に参加しても、どの様な状況で避難をしているのかわからない。訓練に対する情

報不足 ⇒ 理解を促進するために避難所にて、内閣府提供の屋内退避啓発用アニメー

ションを放映するとともに、住民説明を強化（屋内避難が原則、地域が 20μ㏜以上となっ

た場合に住民避難を行うなど） 

○実効性のある訓練の要望 ⇒ 壱岐市の県外への広域避難を想定し、その実効性を高め

るため陸自大型ヘリを活用した避難訓練 

 

（４）その他 

鷹島地区は、筒井万賀里川線経由の避難とし、佐賀県に設置した避難の円滑化のために

設置した、電光掲示板の表示訓練及び情報伝達訓練を行う 


